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国神学童保育所

学
童
保
育
所
を
増
設

2

一般
会計
歳
入

歳
出

平
成
27
年
度
予
算
を
可
決

39
億
６
２
０
０
万
円

　

（
前
年
度
比
３
・
６
％
減
）

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会
　
新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果　

平
成
27
年
第
１
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
３
月
10
日
～
12
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
町
長
提
出
議
案
23
件
（
承

認
１
件
、
同
意
１
件
）
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

一般会計
39億6200万円
（前年度比 3.6％減）

（万円未満切り捨て）

子
育
て
支
援
強
化

み〜な

皆
野
学
童
保
育
所
の
建
設

　
待
機
児
童
解
消
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

た
め
、
新
た
に
学
童
保
育
所
を
建
設
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
学
童
保
育
所
は
、
現
在
の
皆
野
学
童
保

育
所
の
そ
ば
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
建
設
費　
５
０
８
０
万
円　
　
　

　
（
う
ち
県
支
出
金 

１
５
７
０
万
円
・
町
債 

３
１
４
０
万
円
）

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
（
お
で
か
け

タ
ク
シ
ー
）
対
象
者
を
町
内
全
域
に
拡
大

　
「
最
寄
り
の
駅
ま
た
は
バ
ス
停
か
ら
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
条
件

が
な
く
な
り
、
70
歳
以
上
で
車
の
運
転
免
許
証
を

持
た
な
い
方
は
、
タ
ク
シ
ー
代
の
半
額
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。　

　
助
成
金　
２
４
０
万
円

そ
の
他
の
事
業

・
消
防
団
詰
所
建
設
・
防
火
水
槽
整
備
工
事
費

 

４
４
２
９
万
円

・
消
防
車
両
購
入
費 

４
７
９
７
万
円

・
ハ
イ
キ
ン
グ
道
等
の
整
備 

２
３
６
万
円

・
子
育
て
世
帯
等
定
住
促
進
事
業
奨
励
補
助
金

 

１
０
０
０
万
円

・
文
化
芸
術
体
験
事
業
委
託
料 

２
６
０
万
円

一
般
会
計
予
算
の
特
徴
は
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新年度予算に関する主な質疑（抜粋）

 平成 27 年　第１回（３月）定例会

質
疑

予
算
編
成
の
基
本
的
な

姿
勢
と
し
て
、
事
業
の
廃
止

等
を
含
め
た
優
先
順
位
に
つ
い

て
、
厳
し
い
選
択
を
行
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る

の
か
。

答
弁
事
業
の
取
捨
選
択
の
関

係
で
す
が
、遺
児
手
当
の
廃
止
、

長
寿
祝
金
の
見
直
し
、「
お
で

か
け
タ
ク
シ
ー
」
助
成
条
件
の

改
善
、
学
童
保
育
所
の
増
設
な

ど
で
す
。

質
疑

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
、
２
年
の
継
続
事
業
と
い

う
こ
と
で
す
が
、そ
の
内
容
は
。

答
弁
公
共
施
設
の
現
状
及
び

将
来
の
見
通
し
、
総
合
的
・
計

画
的
な
管
理
方
針
を
定
め
る
も

の
で
す
。
目
的
は
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
る
も
の

で
、今
後
の「
交
付
金
」
等
の
条

件
整
備
に
備
え
る
計
画
で
す
。

質
疑

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
金
２
４
０

万
円
に
つ
い
て
、
対
象
者
を
拡

大
し
て
利
用
促
進
を
図
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
な
対

象
者
と
助
成
内
容
に
つ
い
て
。

答
弁
「
70
歳
以
上
で
車
の
免

許
証
を
持
た
な
い
方
」
と
い
う

条
件
は
今
ま
で
と
同
じ
で
、「
最

寄
り
の
駅
・
バ
ス
停
か
ら
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
い
う
条

件
は
撤
廃
し
、
新
年
度
か
ら
は

町
内
全
域
を
対
象
と
す
る
。
助

成
内
容
は
地
域
に
よ
っ
て
変
わ

る
が
、
例
え
ば
大
字
皆
野
地
区

で
は
５
０
０
円
券
を
20
枚
程
度

で
調
整
し
て
い
る
。

質
疑

学
童
保
育
所
増
設
の
建

設
予
定
地
と
学
童
保
育
所
の
規

模
等
に
つ
い
て
。
ま
た
放
課
後

児
童
施
設
は
、
各
小
学
校
に
設

置
す
る
の
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。

三
沢
小
学
校
関
係
は
ど
の
よ
う

に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
予
定
地
は
、
現
在
の
皆

野
学
童
保
育
所（
柔
剣
道
場
内
）

の
隣
接
地
。
規
模
は
35
人
程
度

の
１
ク
ラ
ス
。
建
物
は
木
造
平

屋
建
て
で
国
神
学
童
保
育
所
く

ら
い
を
予
定
し
て
い
る
。
三
沢

小
関
係
は
、
現
在
公
用
車
で
迎

え
に
行
き
皆
野
学
童
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
。
新
年
度
は
２

人
か
ら
の
希
望
が
あ
る
。

質
疑

橋
り
ょ
う
定
期
点
検
業. 

務
委
託
料
１
３
２
０
万
円
で

す
。
道
路
法
の
改
正
で
２
メ
ー

ト
ル
以
上
15
メ
ー
ト
ル
未
満
の

道
路
橋
の
点
検
業
務
で
、
平
成

27
年
度
は
皆
野
と
国
神
地
区
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ

の
後
の
予
定
と
「
定
期
点
検
」

と
は
。

答
弁
定
期
点
検
は
、
今
後
５

年
ご
と
に
行
う
こ
と
に
な
る
。

該
当
す
る
当
町
管
理
の
橋
り
ょ

う
は
１
６
４
橋
、
皆
野
・
国
神

地
区
で
43
橋
、平
成
28
年
度
は
、

金
沢
地
区
20
橋
と
町
内
15
メ
ー

ト
ル
以
上
の
10
橋
、
日
野
沢
地

区
17
橋
（
平
成
29
年
度
）、
三

沢
地
区
37
橋
（
平
成
30
年
度
）

を
予
定
し
て
い
る
。
簡
易
な
37

橋
は
既
に
町
職
員
で
点
検
済
み

で
あ
る
。

質
疑

防
火
水
槽
の
整
備
箇
所

と
、
旧
町
内
の
住
宅
密
集
地
へ

の
「
防
火
水
槽
」
増
設
の
考
え

に
つ
い
て
は
。

答
弁
平
成
27
年
度
は
、
国
神

地
区
の
大
通
院
付
近
を
予
定
し

て
い
る
。「
用
地
確
保
」
が
で

き
れ
ば
で
き
る
だ
け
多
く
設
置

し
た
い
。
地
権
者
の
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

１枚 500 円

皆
野
学
童
保
育
所
の
建
設

　
待
機
児
童
解
消
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

た
め
、
新
た
に
学
童
保
育
所
を
建
設
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
学
童
保
育
所
は
、
現
在
の
皆
野
学
童
保

育
所
の
そ
ば
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
建
設
費　
５
０
８
０
万
円　
　
　

　
（
う
ち
県
支
出
金 

１
５
７
０
万
円
・
町
債 

３
１
４
０
万
円
）

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
（
お
で
か
け

タ
ク
シ
ー
）
対
象
者
を
町
内
全
域
に
拡
大

　
「
最
寄
り
の
駅
ま
た
は
バ
ス
停
か
ら
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
条
件

が
な
く
な
り
、
70
歳
以
上
で
車
の
運
転
免
許
証
を

持
た
な
い
方
は
、
タ
ク
シ
ー
代
の
半
額
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。　

　
助
成
金　
２
４
０
万
円

そ
の
他
の
事
業

・
消
防
団
詰
所
建
設
・
防
火
水
槽
整
備
工
事
費

 

４
４
２
９
万
円

・
消
防
車
両
購
入
費 

４
７
９
７
万
円

・
ハ
イ
キ
ン
グ
道
等
の
整
備 

２
３
６
万
円

・
子
育
て
世
帯
等
定
住
促
進
事
業
奨
励
補
助
金

 

１
０
０
０
万
円

・
文
化
芸
術
体
験
事
業
委
託
料 

２
６
０
万
円

平成 27 年度　おでかけタクシー地区別交付枚数
交付
枚数 地　　区　　名

20枚 皆野・下田野（谷草・小滝以外）・国神・大渕
30枚 小滝・金崎・野巻・根古屋・岩鼻・来谷・強石
40枚 日野

50枚 桜谷・若浜・橋爪・山形・大平・返町・玉川・
吉野平・小平・芳ノ入

60枚 谷草・沢辺・風戸・諏訪平・天沢・能林・六地蔵・
上ノ平・高府地

70枚 大神・高松・金山・出牛・小六・加増・平草・谷津・
小根・美の山・五十新田・曽根坂・広町・丑沢

80枚 藤原・重木・更木・峯・入山・日向・青砂・
丸山

100枚 奈良尾・小松・大前・小前・門平・立沢・浦山
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 平成 27 年　第 1 回（３月）定例会

平成 27 年第 1 回定例会（３月 10 日〜 12 日）で審議された議案 審議結果

皆野町公の施設における指定管理者の指定について 原 案 可 決

皆野町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事
業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の制定について

原 案 可 決

皆野町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定について 原 案 可 決

皆野町教育長の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について 原 案 可 決

町職員の旅費支給に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例及び皆野町指
定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護
予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

原 案 可 決

教育委員会教育長の給与等に関する条例を廃止する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定について 原 案 可 決

平成27年度皆野町一般会計予算 原 案 可 決

平成27年度皆野町国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決

平成27年度皆野町介護保険特別会計予算 原 案 可 決

平成27年度皆野町後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決

平成26年度皆野町一般会計補正予算（第６号） 原 案 可 決

平成26年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

平成26年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第４号） 原 案 可 決

平成26年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

平成26年度皆野町一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決

専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度皆野町一般会計補正予算（第５号）） 承 認

人権擁護委員候補者の推薦について（齋藤武義氏　大字国神） 同 意

町
長
提
出
議
案

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

３
月
定
例
会
　
新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

平成27年度　予算額

対前年度比

　110 万円の増

後期高齢者医療会特別計
41億2270万円

対前年度比

１億 4244 万円の増

国民健康保険会特別計
14億4944万円39億6200万円

対前年度比

１億 4810 万円の減

一 般 会 計 介護保険会特別計
410億2500万円

対前年度比

　5200 万円の増
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小こ
す
ぎ
し
ゅ
う
い
ち

杉
修
一 

議
員
が
問
う

「
秩
父
地
域
水
道
広
域
化
基
本
構
想
」に
つ
い
て

こ
の
構
想
の
目
的
を
説
明
し

て
も
ら
い
た
い
。

当
町
に
お
い
て
も
大
浜
浄
水

場
が
約
50
年
経
過
し
、
施
設

を
つ
く
り
直
す
に
は
約
50
億
円
も
見

込
ま
れ
、
人
口
減
少
の
中
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。

　

１
市
４
町
で
平
成
28
年
４
月
に
水

道
事
業
の
統
合
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
は
水
源
が
秩
父
市
の
浦
山
川

と
大
滝
荒
川
上
流
に
な
り
、
今
よ
り

良
質
な
水
に
な
り
ま
す
。

な
か
な
か
言
い
が
た
い
の
で

し
ょ
う
が
、
当
町
に
お
い
て

は
料
金
も
よ
い
方
向
が
期
待
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
ら
、
積
極
的
に
町
民

の
方
々
に
説
明
し
て
進
め
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
。

そ
の
よ
う
な
方
向
で
臨
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
名
物
「
み
〜
な
ほ
し
芋
」
に

つ
い
て町

も
援
助
し
て
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
努
力
で
「
み

〜
な
ほ
し
芋
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
お
い

し
い
し
、
厚
み
と
や
わ
ら
か
さ
も
な

か
な
か
い
い
具
合
で
す
。
ぜ
ひ
気
合

を
入
れ
て
や
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の
計
画
は

い
か
が
で
す
か
。

昨
年
１
７
０
０
本
の
芋
の
苗

を
植
え
つ
け
、
収
穫
し
て
ほ

し
芋
に
加
工
し
販
売
し
た
と
こ
ろ
、

大
変
好
評
で
短
期
で
売
り
切
れ
て
し

ま
っ
た
状
況
で
し
た
。
今
年
は
苗
を

２
万
２
０
０
０
本
に
増
や
し
て
や
っ

て
も
ら
う
計
画
で
す
。

も
は
や
こ
れ
を
町
の
新
名
物

に
す
る
べ
く
大
い
に
支
援
し
、

ま
た
「
名
物
・
み
〜
な
ほ
し
芋
・
う

ま
い
」
と
い
う
よ
う
な
の
ぼ
り
を
町

で
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
賑

や
か
に
そ
れ
を
立
て
て
各
商
店
街
の

ス
ー
パ
ー
等
で
も
売
っ
て
も
ら
え
れ

ば
い
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
が
。

ぜ
ひ
検
討
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
疑

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金
が
２
８
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
計
画
で
す
か
。

答
弁
町
内
の
登
録
店
で
の
買
い
物

等
に
使
え
る
１
０
０
０
円
券
12
枚

つ
づ
り
で
販
売
額
１
万
円
の
プ
レ

ミ
ア
ム
券
を
、
１
万
冊
発
行
す
る

た
め
の
補
助
金
で
す
。
プ
レ
ミ
ア

ム
分
２
０
０
０
万
円
と
発
行
費
用

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
商
工
会
を
通

じ
て
６
月
ご
ろ
発
売
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
な
る
べ
く
多
く
の
登
録
店

を
募
集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
皆
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

皆
野
町
介
護
保
険
条
例
の　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

介
護
保
険
料

21
・
４
％
の
引
き
上
げ

　

第
６
期
（
平
成
27
～
29
年
度
）

に
お
け
る
介
護
保
険
料
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
21
・
４
％
の
引
き
上

げ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
保
険
料

の
区
分
は
今
ま
で
の
第
６
段
階
か

ら
第
９
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
基

準
額
は
、
現
在
の
月
額
４
２
０
０

円
か
ら
５
１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自治功労表彰
　町の議会議長として３
年以上在職したことによ
り、四方田 実議長が表彰
されました。

　町議会議員として 15 年
以上在職したことにより、
林 豊議員が表彰されまし
た。



第
13
号
（
平
成
27
年
３
月
定
例
会
）

6

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

３
月
定
例
会　
新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

原
区
で
は
い
ま
だ
に
防
災
無

線
が
聞
こ
え
な
い
地
域
が
あ

る
。
先
日
の
火
災
の
際
も
、
多
く
の

住
民
か
ら
「
全
く
聞
こ
え
な
い
、
ど

う
な
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
お
叱

り
を
い
た
だ
い
た
。
改
良
工
事
が
平

成
26
年
度
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
た

が
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

原
区
等
へ
の
対
策
は
、
子
局

の
新
設
で
対
応
の
予
定
だ
っ

た
が
、
新
た
に
１
ヵ
所
の
子
局
の
追

加
工
事
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
資

材
を
確
保
し
、
工
事
が
で
き
る
ま
で

他
の
子
局
の
工
事
も
延
期
し
て
い
る
。

５
月
ご
ろ
に
工
事
完
了
、
７
月
ご
ろ

ま
で
に
検
証
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

な
ぜ
先
に
工
事
を
し
な
い
の

か
。
問
題
が
発
覚
し
て
か
ら

１
年
以
上
も
放
置
す
る
こ
と
に
な
る
が
。

一
緒
に
工
事
し
、
全
体
の
音

の
ぐ
あ
い
を
見
な
い
と
二
度

手
間
に
な
る
の
で
見
合
わ
せ
て
い
る
。

【
要
望
】
災
害
に
待
っ
た
は
な
い
。
危

機
管
理
の
意
識
を
含
め
、
早
急
な
改

善
を
求
め
る
。
ま
た
、
防
災
無
線
だ

け
で
な
く
、
秩
父
市
が
拡
大
を
図
っ

て
い
る
安
心
安
全
メ
ー
ル
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
二
重
三
重
の

対
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

以
前
も
質
問
し
、
策
は
な
い

と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
本
町

通
り
の
大
型
車
の
通
行
を
何
と
か
で

き
な
い
の
か
。
住
民
か
ら
「
危
険
で

歩
け
な
い
」「
規
制
が
か
け
ら
れ
な
い

か
」
と
の
要
望
も
上
が
っ
て
い
る
が
。

以
前
の
答
弁
ど
お
り
、
路
線

バ
ス
や
私
立
高
校
の
送
迎
バ

ス
、
町
内
の
運
送
業
者
の
車
の
通
行

も
あ
り
、
現
状
で
規
制
を
か
け
る
こ

と
は
不
可
能
だ
。
通
行
す
る
車
、
歩

行
者
の
双
方
が
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
十
分
に
安
全
に
留
意
し

て
通
行
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

【
要
望
】
県
の
方
針
で
あ
る
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
側
溝
に
ま
で
広
げ
る
な
ど

の
工
夫
や
、
規
制
に
つ
い
て
も
住
民

や
各
方
面
と
の
話
し
合
い
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

林は
や
し　

豊ゆ
た
か 

議
員
が
問
う

住
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て
！

こ
の
１
年
間
の
、
旧
金
沢
小

学
校
利
用
の
問
い
合
わ
せ
状

況
と
活
用
方
法
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

活
用
方
法
は
、
福
祉
関
係
で

地
元
雇
用
に
つ
な
が
り
、
地

域
に
恩
恵
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
１
業
者
が
、
介
護
関
係
で
利

用
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

学
校
全
部
丸
ご
と
貸
し
出
す

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
教
室

ご
と
に
貸
し
出
す
方
法
も
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
借
り
手
が

見
つ
か
る
ま
で
は
、
地
域
の
方
、
町
の

サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

１
業
者
が
検
討
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
待
ち
た
い
。

山
を
生
か
し
た
観
光
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

破
風
山
、
大
渕
登
山
口
と
高

橋
沢
登
山
口
方
面
は
、
バ
ス

も
通
ら
ず
ト
イ
レ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

両
登
山
口
が
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
と
、

駐
車
場
の
設
置
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

ハ
イ
カ
ー
の
動
向
を
よ
く
見

き
わ
め
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

自
由
民
権
運
動
発
祥
の
地
で

も
あ
る
日
野
沢
地
域
の
峠
道

を
整
備
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
道
と
し
て

観
光
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

集
落
を
横
に
結
ぶ
お
も
し
ろ

い
コ
ー
ス
で
す
が
、
杉
林
の

中
に
あ
り
眺
望
が
悪
い
所
が
多
く
あ

り
ま
す
。
秩
父
困
民
党
ゆ
か
り
の
集

落
を
巡
る
コ
ー
ス
と
し
て
研
究
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

常つ
ね
や
ま
と
も
こ

山
知
子 

議
員
が
問
う

旧
金
沢
小
の
活
用
に
つ
い
て
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内う
ち
か
い
か
つ
お

海
勝
男 

議
員
が
問
う

交
通
安
全
対
策

町
長
「
総
点
検
を
行
い
、改
善
を
図
り
た
い
」

下
田
野
１
号
線
の
整
備
に
つ
い
て

新あ

ら

い

や

す

お

井
康
夫
議
員
が
問
う

下
田
野
橋
が
完
成
し
供
用
開

始
と
な
る
が
、
県
道
長
瀞
玉

淀
自
然
公
園
線
に
至
る
道
路
の
整
備

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

下
田
野
１
号
線
の
改
良
工
事

は
、
今
回
の
工
事
で
一
区
切

り
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
は
改
良
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

【
意
見
】
私
は
以
前
か
ら
黒
谷
側
の
木

毛
か
ら
原
―
親
鼻
―
下
田
野
を
貫
く

町
の
中
心
線
を
整
備
す
べ
き
と
主
張

し
て
い
る
。
下
田
野
１
号
線
は
今
後

も
継
続
的
に
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

皆
野
町
の
地
方
創
生
の
総
合

戦
略
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
内
容
は
。

総
合
戦
略
を
平
成
27
年
度
内

に
作
成
す
る
。
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
各
政
策
を
策
定
し
、

５
ヵ
年
の
戦
略
基
本
目
標
を
設
定
す

る
予
定
。県

内
の
消
滅
可
能
性
都
市
の

ト
ッ
プ
10
に
皆
野
・
長
瀞
・

横
瀬
・
小
鹿
野
が
入
っ
て
い
る
。
各

自
治
体
で
戦
略
を
作
成
す
る
の
で
は

な
く
、
秩
父
地
域
全
体
ま
た
は
そ
れ

を
超
え
る
地
域
の
総
合
戦
略
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
。

そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
連
携

し
て
取
り
組
み
た
い
。

当
町
と
皆
野
病
院
の
糖
尿
病

透
析
予
防
の
取
り
組
み
が
全

国
的
に
評
価
さ
れ
、
学
会
や
各
県
の

国
保
連
等
へ
事
例
発
表
を
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
薬
局

で
の
糖
尿
病
簡
易
検
査
（
１
回

５
０
０
円
程
度
）
を
実
施
し
た
ら
ど

う
か
。

糖
尿
病
は
早
期
指
導
が
大
事

で
あ
り
、
研
究
し
た
い
。

①
県
道
長
瀞
玉
淀
自
然
公
園

線
の
安
全
対
策
に
つ
い
て　

県
道
「
長
玉
線
」
三
沢
地
内
約
１
・
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は
、
狭
隘
で

歩
道
や
自
転
車
道
も
な
く
児
童
・
生

徒
に
と
っ
て
大
変
危
険
な
状
況
に
あ

る
。
平
成
26
年
度
、こ
の
区
間
の
「
改

良
ル
ー
ト
」
の
調
査
・
測
量
と
の
計

画
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

　

②
三
沢
・
坂
本
地
区
農
道
「
三
沢

橋
」
付
近
の
改
良
に
つ
い
て　

県
の

中
山
間
地
域
整
備
事
業
と
し
て
進
め

て
き
た
三
沢
・
坂
本
地
区
農
道
（
秩

父
高
原
牧
場
へ
の
牧
道
）
の
改
良
工

事
は
、
平
成
26
年
度
を
も
っ
て
完
成

予
定
で
す
。
こ
の
農
道
は
大
型
車
輌

の
通
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
「
三

沢
橋
」
付
近
の
幅
員
が
狭
く
秩
父
方

面
へ
の
出
入
り
が
困
難
で
す
。
三
沢

橋
付
近
の
改
良
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
か
。

　

③
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
「
停
止
線
」

等
の
更
新
に
つ
い
て　

町
道
等
に
お

け
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
交
換
や
停
止

線
の
引
き
直
し
等
、必
要
箇
所
が
「
随

所
」
に
見
受
け
ら
れ
る
。
安
全
対
策

と
し
て
「
総
点
検
」
を
行
い
、
改
善

を
図
る
考
え
に
つ
い
て
。

①
に
つ
い
て
、
県
土
整
備
事

務
所
と
し
て
「
よ
り
詳
細
を

詰
め
て
か
ら
測
量
設
計
を
実
施
し
た

い
」
と
の
考
え
で
、
現
在
、
ル
ー
ト

は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
も
機

会
あ
る
ご
と
に
当
路
線
の
改
良
促
進

に
つ
い
て
強
く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
、
三
沢
橋
は
県
の
橋

り
ょ
う
で
す
。
秩
父
方
面
へ
の
出
入

り
が
で
き
る
よ
う
「
隅
切
り
」
等
、

県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
、
総
点
検
を
行
い
、

改
善
を
図
る
よ
う
に
し
た
い
。
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第
13号

健康づくり・食育について視察
総務教育厚生常任委員会

委員長林　　豊
　静岡県吉田町と牧之原市を視察した。両市町とも、皆
野町と比較して人口が多く、高齢化率は低い。優良企業
を抱え、経済も活発で雇用もある。若く活発な自治体と
いう印象を受けた。
　健康づくり事業も町のリードのもとに住民は活発に動
いているように感じられた。住民の積極的な参加は、町
内に優良な職場があることと住民が若いからだろうか。
　地元の民謡をベースに健康体操をつくり、それを使っ
たイベント（体操コンクール）を開くなど、健康づくり
を町民の生活にうまく溶け込ませている。しかしながら、
事業そのものは皆野で行っているものも決して負けては
いない。皆野には ｢秩父音頭｣ があるのだから、これを
健康づくりに利用する手があるのではないかと感じた。
　総じて、事業内容では皆野でやっていることと大きな
差はない。ただ、自治体の持っている基本的な差、若さ
による勢いのようなものの差が大きいと言ったらいいの
だろうか。いかんともしがたいところだ。
　食育についても、皆野町とのギャップを感じた。学校
給食については、単にメニューだけでなく、彩り等にも
工夫が凝らされており、皆野の給食の現状と大きな差を
感じた。聞けば費用も大きな差があるわけではないよう
である。４月から給食費も値上げするわけだから、皆野
においても、なお一層の工夫を望みたい。

２月25日、第１回定例会開催
秩父広域市町村圏組合議会

議員大澤径子
　以下の３議案が可決されました。

①秩父広域市町村圏組合一般職職員の給与に関
する条例等の一部を改正する条例
　人事院勧告による給与制度の見直しで、通勤手
当は引き上げ、給料はおおむね２％引き下げるも
のです。

②平成 26 年度 一般会計補正予算（第５回）
　新火葬場建設工事に係る継続費の変更と、委託
料及び工事請負費の減額、秩父クリーンセンター
発電設備の稼働に伴う水道光熱費減額、地方債繰
り上げ償還に伴う公債費及びその財源を基金繰入
金から充当することなどが主な内容です。

③平成 27 年度 一般会計予算
　予算総額39億 4291万円で、この中には新火葬
場関係の経費10億 5167万円を計上しており、予
算に占める割合は、26.7％となっています。

※水道広域化調査特別委員会長より、水道事業の
維持のため広域化が重要であり、広く住民に伝
える必要があると報告されました。

※秩父クリーンセンターの発電設備の稼働により、
平成27年度は１億800万円以上の電気料削減、
売電による経費節減効果が見込まれています。

編集後記（編集委員が輪番で書いています）
　今号で皆野町議会だよりも丸３年を経過し、４年目に入っ
たわけです。町民の方々からもいろいろなご感想・ご意見を
いただきました。とりわけ編集後記には、賛否両論をいただ
いたと記憶しています。
　ともあれ、県内でも「だより」を出していない議会がわず
か３つ。議員にもいろいろな人がいます。議会の様子を知っ
てもらうにはなくてはならないものと思います。議員の常識、
町民は知らず、ということのないように。
　毎年この町において、65億円ものお金（税金）が現実に
使われているのです。その最終決定を下すのが皆野町議会。
その使い道や議会・議員の働きなどについて、関心を持って
いただくことも「だより」の役割だと思っています。（林　豊）

常任委員会と一部事務組合からの報告


